



































し、破線が立木 30 本毎の DBH 成長を、実線は局外ベー























形、Chapman-Richards 型関数（Richards, 1958）の 3 つ
を用意した。表１に、パラメータの推定量、標準誤差、
残差分散に関する比較結果を示す。係数の推定量は、
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定数 -0.548 0.211 28.584
線形 -0.626 0.068 2.948
Richards関数 -0.628 0.053 1.831
局外ベ スーライン -0.630 0.052 1.730
表１　モデルの比較
